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研究成果の概要（和文）：年々難しくなる歯科医師国家試験に対応するために歯学部における教育力を客観的に
評価することが求められている。本研究で大学入学時から卒業までの教育力を表す指標を開発し歯科医学教育の
改善を目指した。そこで大学受験における各大学の入試難易度と各大学の国家試験最低修業年限合格率を用いて
各大学の教育力を定量化・比較した。また着実に学力をつけられる合理的な学習方法を支援可能なクラウドコン
ピューティングシステムおよびコンテンツ開発を引き続き継続している。

研究成果の概要（英文）：Following the dental national examination is getting difficult year by year,
 it is required to evaluate objectively the education ability in dental schools. In this research, 
we developed an index to show the educational ability from university admission to graduation and 
aimed to improve dental education education. Therefore, we quantified and compare the educational 
ability of each university using the degree of entrance examination at each university in the 
university entrance examinations and the pass rate of the national exam at the university 's minimum
 exam duration. We also continue to develop cloud computing systems and contents that can support 
effective learning methods to acquire steadily  academic ability.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 近年の歯科医学を取り巻く環境の変化に

呼応し，歯科医師国家試験に合格しうるま

で学生を育て，歯科医師として社会に送り

出していくことが歯学部教育の重要な役割

の一つである．また，学部における教育力

を評価することが望まれている． 

 

２．研究の目的 

歯学部教育の更なる改善に資する情報を得

るために，大学入学前の学力構造を把握可

能な全国的指標，大学入学後から国家試験

までを包括した歯学部の教育力を評価可能

な指標が必要である．さらに、１）学部入

学時から卒業時までの学部の教育力を表す

指標を開発し学部教育の更なる改善に資す

ること，２）着実に学力をつけられる合理

的な学習方法を支援可能なクラウドコンピ

ューティングシステムおよびコンテンツ開

発を目的とする． 

 

３．研究の方法 

大学受験における難易度ランクを標準化し，

入学時難易度を定義した．また，当該学年

入学者数に対する最低修業年限の合格者に

より，国家試験の最低修業年限合格率を定

義した．これらをもとに，歯学部の教育力

を表す新しい指標を考案し，歯学部教育力

の評価を試みた．大学進学を希望する受験

生の多くは，各学部の「難易度ランク（入

試偏差値）」を参考にする傾向にあり，歯学

部入学直後の学生の学力分布は，大学受験

時の「難易度ランク（入試偏差値）」の影響

を受けていると考えられる．第６学年の学

生が大学受験した当時に参考にしたと思わ

れる大学受験予備校が作成した「難易度ラ

ンク（入試偏差値）」をもとに，これらを標

準化して，入学時難易度 を次のように定義

する． 
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ここに，
x

i   は大学受験予備校が作成し

た各歯学部「難易度ランク」の平均値， m

は全国歯学部の 
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当該学年入学者数に対する最低修業年限の

合格者をもとに，規格化 Gain を次式で定

義した． 

 

規格化 Gain： 

 

ここに，
P

i  ＝最低修業年限国試合格率，

Gain  P
i
 X

i ＝最低修業年限国試合

格率－入学時難易度 で定義される． 

 

４．研究成果 
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既に国家試験の過去問題を用いて学習前と

学習後の学習効果の測定をおこなっている

が記述式問題でも自動的に採点できないか

と考えている。それには模範解答と学生の

解答がどれくらい一致しているかをみなけ

ればならない。まず歯科医学大辞典を用い

て主要なキーワードをコンピューターソフ

トに入力しておく。それからコンピュータ

ーが模範解答よりキーワードを認識し、そ

れを用いて学生の答案との整合性を検定す

る。具体的には口腔病理学の単位試験問題、

模範解答を用いた。あらかじめ単位試験問題、

模範解答をコンピューターソフトに入力し、そ

の後学生答案を入力しコンピューターに採点

をさせた。整合性は以下の方法を用いた。 

「①MeCab による形態素解析、②各テキストデ

ータを N 次元ベクトルに変換、③各ベクトル間

の内積を求めて類似度パラメータを計算（完全

一致では 1、まったく一致してない場合は 0）、

④模範答案との類似度パラメータから１００点

満点での評価」 

同時にクラスタ解析も行なっているので、もし他

の答案を写した場合はそれをチェックすること

も可能である。現在のところ問題数を増やし



データを収集中である。今までの結果から

おそらく MeCab による形態素解析は有効で

あると考えられる。 
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